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概要 
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跡地活用構想 



・ 中心市街地の人口はピーク時の半分以

下まで減少し、少子高齢化が進んでいま

す。また、従業者、店舗ともに減少し、商

業の空洞化も進行しています。 

 

・ 一方、生活サービスが整った便利な住環

境であり、オフィス機能、観光・宿泊・医療

施設等が集まるシンボル地区となってい

ます。 

伏虎中学校跡地においては、まちなかの衰退に歯止めをかけ、将来にわたって賑わ

い創出や産業の活性化に寄与するとともに、市民の満足度が向上する土地活用を

図っていく必要があります。 

中心市街地の現況と課題 

跡地活用構想 
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 １．にぎわいの創出 

 ３．持続可能性の確保 

・ にぎわい・回遊性の向上         

・ まちなか居住の促進 

・ 市民の生活サービスの向上      

・ 跡地活用への市民意向の反映 

・ まちなかへの集客性の継続        

・ 将来も持続可能な土地活用、施設整備 

   

 ２．市民満足度の向上 

３つの理念を基に、伏虎中学校跡地の活用を図り、将来も持続可能で発展性がある 

にぎわいのまちなかをつくります。 

跡地活用の理念 

跡地活用構想 
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利用用途 

にぎわい創出 市民満足の向上 持続可能性の確保 

得
点 

にぎわい 

・回遊性 

の向上 

まちなか 

居住の促進 

市民サー
ビス 

の向上 

市民意向 

の反映 

集客性の 

継続効果 

土地利用の 

持続可能性 

市民会館 ◎ △ ◎ ○ ◎ ◎ 24 

大学 ◎ ◎ ○ △ ◎ ◎ 24 

公園･ 

芝生広場等 
○ △ ◎ ◎ ○ ◎ 22 

観光関連施設 ◎ × ○ ◎ ○ △ 17 

マンション ○ ◎ × × × ◎ 13 

商業施設 ◎ ○ ◎ ◎ ○ △ 22 

シティホテル ○ × ○ △ ○ ○ 13 

コンベンション 

施設 
◎ × ○ ○ ◎ ◎ 21 

※配点 ◎5点、○3点、△1点 

市民意向調査の結果等を受け、８つの利用用途について跡地活用の理念に基づく評価を 

行いました。 

「市民会館」と「大学」は、跡地活用の理念の実現に向け評価の高い土地利用といえます。 

また、これらに次いで「公園・芝生広場」「観光関連施設」「商業施設」「コンベンション施設」 
も評価の高い土地利用であるといえます。 

利用用途別の評価 

跡地活用構想 
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和歌山城 

和歌山東急イ
ン 

北汀丁再開
発 

ダイワロイネットホテル和歌山 

和歌山市役
所 

商工会議所 

済生会病院 

伏虎中学校跡地 

小中一貫校 

ぶらくり丁 

和歌山市駅 
新市民図書

館 

博物館 
こども科学

館 

各機能を連携、 
まちなかに 
にぎわい創出

の 
好循環をつく

る 

大学 

市民ホール 

民間事業 市民広場 

・日常的に訪れたくな
る 
・いつも催しをしてい
る 

・地域資源を活用した事業 
・地域住民も観光客も利用出来る 

・まちなかの滞留スポット 
・イベントの定期開催などを
行い市民の憩いの場とする 

・まちなかの定住人口を促進す
る 
・進学の受皿と人材の輩出を行
う 

コンベンショ
ン 

 
・大学を活用した機会の創
出 
・周辺施設との連携 

各機能を連携、 
まちなかに 
にぎわい創出

の 
好循環をつく

る 

延10万人以上の学生 

25万人以上の来場者 市域外からの新たな誘
客 

誰もが来たくなる広場 民間活力による更なる誘
客 

跡地活用コンセプト 

人の流れを誘導する 
仕掛けづくり 

まちなかへの 
新しい人の流れ 

大学誘
致 

ロイネット 市役所 

中央 

駐車場 

（仮称）市民文
化交流センター 

市民広場 

敷地配置概要図  
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市民会館構想 



市民会館構想 

現市民会館の課題１ ～耐震性・老朽化～ 

・現市民会館を使用し続けるには耐震 
 工事が必要（Is値0.21） 
 
・耐震化に加え、昭和５４年開館から 
 ３７年を経て、設備の老朽化が激し 
 く、地下に設置された設備を含め、 
 設備更新に多額の費用が必要 
 
・腐食による排水管の損壊、雨漏り、 
 外壁タイルの落下等、劣化箇所の増加 【現市民会館】 

【経年劣化によるタイルの落下】 【コンクリート部分の劣化による雨漏り】 【配水管の腐食】 
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現市民会館の課題２ ～利用実態～ 

【利用状況からの課題】 
 
・大ホールは、満席での使用が少ない 
 
・展示室、練習室の稼働率は高いが、和室、会議室の稼働率は低い 

【市民会館を日頃利用されている方からの意見】 
 
・施設周辺に商業サービス施設等が無いため不便 
 
・駐車場が不足 
 
・複雑な動線によるバリアフリー機能の不足 

市民会館構想 
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建替の必要性 

①施設の必要性 

・県民文化会館のみでは対応不可（土日祝：右図参照） 

・市民の需要がある音楽性の高いホールを備えた施設が少ない 

・市民の発表の場であり、音楽・芸術の鑑賞の場 

市民会館・県民文化会館の土日祝の稼働率 

耐震改修 

現地建替 

移設 

or 

２４年度 ２５年度 ２６年度 

市民会館 

大ホール ８９％ ６３％ ７４％ 

小ホール ９４％ ７９％ ８８％ 

市民ホール ８２％ ８０％ ８７％ 

県民文化会館 
大ホール － ７３％ ８１％ 

小ホール － ９０％ ９５％ 

or 

耐震改修 

②新設の必要性 

・耐震改修費と建設費（移設）は、ほぼ同等額が必要だが、建替えの場合は耐震改修に 
 比べ、有利な国庫補助（都市再構築戦略事業）を活用でき、市の財源への負担を大幅 
 に軽減できる 

・ニーズに合った規模への建替えが可能 

・耐震改修には２年の休館期間が必要 

現地建替 

移設 

or 

・現地建替えには３年の休館期間が必要（解体+新築） 

・まちなかへの移設により文化・にぎわいの拠点施設に 

③移設の必要性 
現地建替 

移設 

市民会館構想 
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市民の意向１ 

ニーズ調査のために市民に意見をお伺いしました 

 ・和歌山市伏虎中学校跡地活用に関するアンケート調査 （平成27年7月） 

市民アンケート調査 

 ・市民会館利用者アンケート調査 （平成27年4～7月） 
 ・市民会館来場者アンケート調査 （平成27年4～7月） 

市民会館建替えに関するアンケート調査 

 ・伏虎中学校跡地に移転予定の新たな市民会館を考えるワークショップ 
                                     （平成27年７～９月 全５回） 

ワークショップ 

 ・新音楽ホール建設嘆願書         （平成27年3月） 
 ・和歌山市民会館についての要望書   （平成27年4月） 
 ・伏虎中学校跡地利用に関する要望書  （平成27年7月）  

市民発信の意見 

 ・和歌山市政世論調査 （平成27年10～11月） 

市政世論調査 

市民会館構想 
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市民の意向２ 

市民会館への市民のニーズ 

 ・「駐車場の確保」、「バリアフリー、鑑賞しやすい座席等の誰もが快適に鑑賞できる 
  機能の向上」、「音響性能等の技術的な機能の維持・充実」 

 会館として必要な機能 

 ・８００～１，０００席規模の、最新設備の整った多目的ホール 
 ・サブホールとして市民ホール 
 ・他施設と重複しない規模の音響に優れたホール 

 ホールに必要な機能 

 ・「レストラン、カフェ等の利用者自身の利便性を高める機能」 
 ・「練習室」、「リハーサル室」、「展示室」 
 ・大型トラック（11トンロング）での搬出入が可能となるバックヤードや搬路の確保 

 ホール以外に必要な機能 

市民会館構想 
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芸術文化・人に出会う喜びや感動がまちの元気につながる【にぎわいの文化交流拠点】 

基本理念・基本方針 

基本理念 

基本方針 

   ・多様な芸術文化を鑑賞する場                     ・新たな芸術文化の創造の場 

  ・市民の芸術文化活動の表現の場                  ・芸術文化の担い手となる人材を育てる場   

多様な芸術文化を市民が創造・発信していく文化拠点 

   ・市内外、海外から出演者、観覧者が訪れる場           ・市内外、海外からコンベンションを迎える場 

  ・観光・ビジネス来訪者も立ち寄れる場    

和歌山市の芸術文化のシンボルとして、市内外、海外を広くつなぐ交流拠点 

   ・市民会館利用者や学生がいつも観（み）える場          ・市民や来訪者が立ち寄りたくなる出会いの場 

いつでも発見があり誰かがそこにいるにぎわい発信拠点 

市民会館構想 
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施設の規模及び建設単価 

現市民会館 市民会館 
（仮称 市民文化交流センター） 

敷地面積 ９，６００㎡ ６，０００～７，０００㎡ 

延べ床面積 １８，６００㎡ １０，０００～１１，０００㎡ 

施設内容 

大ホール １，４０６席 ８００～１，０００席（中ホール） 

小ホール ６５６席 
４００～５００席（多目的ホール） 

市民ホール ５００名 

その他 
展示室、練習室、和
室会議室等、飲食施
設 

展示室、練習室（リハーサル室） 
茶室、会議室、民間活力を導入した店舗 

屋外施設 市民広場、イベントスポット 

駐車場 
地下３８台 
図書館・博物館併用１５０
台 

中央駐車場等、既存の周辺駐車場を有効
活用 

市民会館構想 

施設の規模 

建設単価 

近年の市民会館の建設費の動向から建設単価は６５万円／㎡と想定しています。 
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完成イメージ図 

市民会館構想 
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整備スケジュール 

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 

市民会館 
（仮称  
市民文化 

交流センター） 

供用開始 
予定 

設計 既存校舎
解体 

工
事 

埋蔵文化財発掘調査 

建設工事 実施設計 
基本計画
基本設計 

基本構想 

市民会館構想 
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